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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月1日(2011.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オクタデカボラン（Ｂ１８Ｈ２２）を合成する方法であって、
　（ａ）ボランアニオンＢ１０Ｈ１０

２－を酸化剤と接触させて、Ｂ２０Ｈ１８
２－を生

成するステップと、
　（ｂ）前記ボランアニオンＢ２０Ｈ１８

２－を酸と接触させて、Ｈ２Ｂ２０Ｈ１８・ｘ
Ｈ２Ｏを生成するステップ
とを含む、方法。
【請求項２】
　オクタデカボラン（Ｂ１８Ｈ２２）を合成する方法であって、
　（ａ）ボランアニオンＢ１０Ｈ１０

２－を酸化剤と接触させて、Ｂ２０Ｈ１８
２－を生

成するステップと、
　（ｂ）前記ボランアニオンＢ２０Ｈ１８

２－を酸と接触させて、Ｈ２Ｂ２０Ｈ１８・ｘ
Ｈ２Ｏを生成するステップと
　（ｃ）不溶性副生成物を反応混合物より分離するステップ
とを含む、方法。
【請求項３】
　オクタデカボラン（Ｂ１８Ｈ２２）を合成する方法であって、
　（ａ）ボランアニオンＢ2０Ｈ１8

２－と酸とを接触させて、Ｈ２Ｂ２０Ｈ１８・ｘＨ２

Ｏを生成するステップと、
　（ｂ）系において本質的に化学的に不活性である、Ｂ１８Ｈ２２を溶解する溶媒の存在
下で反応槽から水を除去するステップと、
　（ｃ）（ｉ）濾過および／または（ｉｉ）反応溶媒の濃縮、Ｂ１８Ｈ２２の脂肪族溶媒
への溶解、および副生成物の濾過により、反応混合物から不溶性副生成物を分離するステ
ップ
とを含む、方法。
【請求項４】
　オクタデカボラン（Ｂ１８Ｈ２２）を合成する方法であって、
　（ａ）Ｂ１０Ｈ１０

２-のアンモニウム塩を、酸性水（ｐＨ≦２．０）中で、ＦｅＣｌ

３と接触させて、Ｂ２０Ｈ１８
２-を生成するステップと、
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　（ｃ）前記ボランアニオンＢ２０Ｈ１８
２－を酸と接触させて、その場でＨ２Ｂ２０Ｈ

１８・ｘＨ２Ｏを生成するステップと、
　（ｄ）反応槽より水を除去するステップと、
　（ｅ）反応混合物から不溶性副生成物を分離するステップと、
　（ｆ）所望により、溶媒を除去してホウ酸とホウ酸塩が混入している粗製Ｂ１８Ｈ２２

を得るステップと、
　（ｇ）粗製Ｂ１８Ｈ２２をヘキサン中に溶解し、そして不溶物を濾過するステップ
とを含む、方法。
【請求項５】
　オクタデカボラン（Ｂ１８Ｈ２２）を合成する方法であって、
　（ａ）ボランアニオンＢ２０Ｈ１８

２－をトルエンおよび水中で、５～４０モル当量の
ｐ－トルエンスルホン酸と接触させて、その場でＨ２Ｂ２０Ｈ１８・ｘＨ２Ｏを生成する
ステップと、
　（ｂ）加温トルエン（９０℃～１２０℃）の存在下で、ディーン・スターク水分トラッ
プ（図３を参照）を使用して、反応槽より水を除去するステップと、
　（ｃ）濾過により、反応混合物から不溶性副生成物を分離するステップと、
　（ｄ）トルエンを除去または濃縮して、ホウ酸とホウ酸塩が混入している粗製Ｂ１８Ｈ

２２を残すステップと、
　（ｅ）粗製Ｂ１８Ｈ２２をヘキサン中に溶解し、かつ不溶物を濾過するステップと、
　（ｆ）ヘキサンを除去して、Ｂ１８Ｈ２２を単離するステップ
とを含む、方法。
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